
（令和６年４月１日改正　　赤字が改正部分）

　

　　　　

建設工事における予定価格及び最低制限価格のランダム化による決定の概要図

事前ランダム（入札前までに行う）

（A)　設計金額 （B)　最低制限設計価格

（※千円未満切り捨て）

※別途算定

（C)　予定基本価格
※（Ｃ），（Ｄ）は、入札前
　　までに事前に決定し
　　ておきます。

（D)　最低制限基本価格

公開ランダム（入札会場で行う）

（C)　予定基本価格 （D)　最低制限基本価格

（E)　予定価格 （F)　最低制限価格

　・（Ｂ）最低制限設計価格は、別紙「建設工事における最低制限価格の取扱いについて」 により算定。
　・（Ｅ)予定価格、（Ｆ)最低制限価格及び（B)最低制限設計価格は、千円未満切り捨て。

　・ランダム係数：パソコンにおけるランダム関数に基づき算出された小数第６位までの任意の数。

（※千円未満切り捨て） （※千円未満切り捨て）

予定価格、最低制限価格の算出方法

　（Ｅ)予定価格＝（Ａ）設計金額×事前ランダム係数（甲）×公開ランダム係数（ａ）

　（Ｆ)最低制限価格=（Ｂ）最低制限設計価格×事前ランダム係数（乙）×公開ランダム係数（ｂ）

　・金額及び価格はすべて税抜き。

（Ａ）設計金額 ×
事前 ランダム係数（甲）

（０．９９９０～１．００００）

（Ｃ）予定基本価格 ×
公開ランダム係数（ａ）

（０．９９９０～１．００００）

（Ｄ）最低制限設計価格 ×

公開ランダム係数（ｂ）
（０．９９５０～１．００５０）を
（１．００００～１．０１００）に改正

（Ｂ）最低制限設計価格 ×

事前ランダム係数（乙）
（０．９９５０～１．００５０）を
（１．００００～１．００１０）に改正

ランダム化

ランダム化

※「建設工事における最

低制限価格の取扱いに

ついて」により算定。


